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無肥料栽培であるか ら,疾病の蔓延状況 も本

邦とやや異なるようであって,本邦における

ようないもち病の顕著な流行は止られないC

現在 タイ閏において最 も広矧年目こ蔓延,i/E痛

しているものは Orangeleafdisease(ウイ

ル ス病)であるが,.口紺紺 T-柄, 白葉 杵 柄,紘

枯病,ごま葉枯病なども, 隼によって,ある

いは地域的にかなりの epidemicをおこして

いるよ うである｡なかでも白菜枯病は東南ア

ジア諸国において今後恐 るべき病告の一つ と

なるものと見なされている｡以上のほか,条

(す じ)葉 枯病,イネ麹痛,黒陣痛,小粒菌

核病 なども各地 に認め られ るが,その被害程

度はあまり著 しくないよ うであるO

ごま葉枯病がいわゆる秋 落地帯によ くヲさP/L_

することは周知のことであるが,タイ国にお

いて も各地の砂質地帯によ く見 られ,きわめ

て大 きな病 はんを形成する場合 (写真1)a,)

あることなど, 前報 1)で報 じたとおりである｡

例えば Bangkokoj東北,約 140-150kmcj)

地点にある Prachinburi,NakhonNayok付

近 (図 1) などは典型的な秋落地帯であって,

細かい砂質の将薄な土壌のために,根の発否

が悪 く,地上部の発育 もまたきわめて不良で

あり, 雑草の年背 も少ない (写真 2)｡ もっ

とも,水LElr恒二はところによってある程度C,j
雑草が繁茂 している場 合もあるが (写真 3),

棋 して無肥料栽培であるので,雑草の住輔 ま

少ないといってよい ｡ しか し,まれに肥料左

京大農芋舶 tF.物病理学研究室,第212Li･

1) 赤井京北 (1966)『東南アジア研究ゴ第4/i弟
3号,pp.585-591.

弛したという農家 も見受けられたが,そUj場

合施 肥はしたが除草 しなかったので,せ っか

くの肥料が雑 草-1こ利用 されて,イネは黄化 し

ているよ :)な場合も見受 けられた (写真 4)C

上述のように,Prachinburiなど砂質土嬢

に無肥料栽培 しているC/)で,イネC/)生輔ま机

して不良であるが,た とえ生育初期にかなり

の生育を示 した場合で も,後期には下葉が著

しく枯れ とがって 〔写真 5,6),いもち病に

よるイネ苗の ｢ズ リコミ｣症状 に似た様相を

示 していることがある (写貢 7)｡ このよう

な症状は明 らかに本邦においてい う秋落現象

と見てよ く,砂質土嬢 に無肥料栽培す るため

に土壌中の肥料分が後期に欠乏 しで 下葉の枯

れ上がりを来た し,さらにごま葉枯病菌その

他の病原菌の信書 によって助長されるものと

見なしてよい｡
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図 1 バ ンコクを中心とした平原地帯の略図
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写真 1 イネごま菓枯病の大型病はん
(Prachinburi付近,Oct.25,1966撮影)

写真2 砂質土壊,無肥料栽培のためイネの
発育が極めて悪い状況 (Lampoon,
Chiengmai,Oct.21,1966撮影)
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写真 4 施肥 した水田中に雑草が繁茂 している状

況 (MaeRim,Chiengmai,Oct.22,

1966撮影)

写真 5 ごま葉枯病その他による水稲下葉の枯れ上

がり (Prachinburi,Oct.25,1966撮影)

写真6 Prachinburi付近で観察 したイネ下葉

の枯れ上がり (Oct.25,1966撮影)

写真 3 水田中の雑草

(Prachinburi,Oct.25,1966撮影)
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表 1 Prachinburi地区童水稲葉の病はんから分離した病原菌

耗 地

Prachinburi

Prachinburi

Prachinburi**

Prachinburi**

NakhonNayok

病 原 菌 学 名

NigrosPoraoryzae
Curuularialunata

HelminthosPoriumoryzae

HelminthosPoriumoryzae

NigrosPoraoryzae
ShizoPhyllumcommune*

IZelmintho sPorium oyyzae

N igrosPora oryzae

HelminthosPoriumoyyZae
Curl)ularialunata

Phomasp.?

HeZm inthosPoriumoryzae

NigrosPora oryzae
Curvularia lunata

NigrosPoraoryzae

備 考

輪郭不鮮明な痛はん

細長い痛はん

*輸送 中の条件不良のため,標本が湿り,付着 していた胞子が枯死葉中に侵入したものかと考
えられる｡

**ごく微細な砂土の地帯

写真7 ｢ズリコミ｣症状に似たイネ葉の枯れ上
がり (Prachinburi,Oct.25,1966撮影)

水 稲の秋落現象は,上述のよ うに,土壌 の

栄養的 欠陥を主閑 としてお こるもの といわれ

てい るが,下葉を侵告 してその枯死 を助長す

るごま葉枯病菌その他は, ll吊吏後 さらに穂を

侵 して,枝硬 や籾の変色,枯死の原囚 とな り,

ひいては収量な らびに品質 に著 しい被告を与

えるものであるo このよ うな,穂枯れや変色

籾な どと呼ばれてい る症伏 は現在 ごま葉枯病

菌 に基づ く場合が最 も多いといわれているが,

ごま葉 情病菌以外 にも多数の菌類が闇与す る

ことも報 告されている｡例えば木村 (1937)2)は

変色粗か ら Phomaglumarum,OPhiobolus

ml'yabeanus (HelminthosPorium oryzae),

Alternariaoryzae,BrachysPoriumorygae,

E♪icoccum hyaloPesなど多数の菌類を分離

し,木谷,大畑,木 曽(1967)3)は穂枯れをひ

き起 こす菌類の うちには, ごま葉枯病菌 と同

様 CladosPorium(Hormodendron)sp.をあ

げるべ きであることを述べて いる｡ 筆者 らは

イネ疾病の感染機作に関通 して,葉上 におけ

る病 原菌の行動を検討 しているが,扶落現象

2) 木村笥二 (1937)『植物病害研究』3 (京都),
pp.209-233.

3) 木谷清美,大畑貫一,木円 晴 (1967)『r棚1:

病幸uE]Vol.33,No.2,p.81.
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表 2 Chiengmai地区産水稲葉の病はんからの分離結果

産 地

Chiengmai

Sarapee

Lampooれ

Lampoon*

Lampooれ

Prah**

r

*品 種 Daw Prao

l

病 原 菌 学 名 備 考

NigrosPoraoryzae

HelminthosPoriumoryzae ･細長い病はん

H elm in thosPorium oryzae

N igrosl)Oreoryzae
円形病はん

HeZminthosPoriumoryzae 細長い病はん

Nigros♪oraoryzae

HeZminthosPoriumoryzae

HelminthosPoriumoyyzae

NigrosPoraoryzae

TrichoconisPadwickii

NigrosPoraoryzae

Trichoconis1)adu)ickii

HelminthosPoriumoryzae

NigrosPoraoryzae

NigrosPoraoryzae

HeZminthosPoriumoryzae
Curvularialunate

HelminthosPoriumoryzae

NigyosPoraoryzae

HelminthosPoriumoryZae

NigrosPoraoryzae

**口
目口

に関連 しておこる葉枯れ,穂枯れ,変色籾な

どの原因である病原菌をタイ国 と本邦 とで比

較す るため,現在 Prachinburi,Chiengmai

などで採集 した被害菓および穂か ら病原菌の

分離を試みている｡

上表は葉か ら分離 した結果であって,なお

予報的なものであるが,ごま菓枯病菌･(Hel-

minthosPorium oryzae)のほか褐紋病菌(Ni-

grosPoraoryzae)4),煤紋病菌 (にせいもち病

菌)(Curuularialunate)5'(BrachysPorium

4) 富永時任,土屋行夫 (1958)『日植病報』Vol.
23,No.1,p.40.

5) 伊藤誠哉,石山哲爾(1929)『札幌農林学会報』
No.96,p.218. 田中一郎 (1942)『水稲の
病害』p.31.
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円形一楕円形病はん輪
郭不鮮明

小黒点状

細長い病はん

円形病はん周縁不鮮明

細長い病はん

周縁不鮮明病はん

種 NewSamPatong

oryzae),TrichoconisPadwickl'i(Stackburn

disease,leafspot)6)などが分離 されている｡

一方,葉 にはごま菓枯病の病ほんのほかに,

輪郭不鮮明な病はんが多数認め られる場合が

あるが,それ らか らごま葉枯病菌が分離 され

る場合 とされない場合 とがある｡ したがって,

病原菌の病原性 と病はんの形態 とを再確認す

る必要を感 じている｡なおごま葉粘病菌の分

離率は最 も高かったが,下葉の枯れ上がりと

の関係を知 るために,上記の諸菌のイネに対

す る病原性を検討中であり,それ らの結果 に

ついては改めて報告する｡

6) G.W.Padwick(1950)Manualof Rice
Disease,pp.39-43.
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